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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

厳
し
い
経
営
環
境

緩
や
か
な
回
復
を
続
け
て
き
た
日
本
経
済
は
、
景
気
刺
激
策
の

終
了
や
急
激
な
円
高
等
の
影
響
で
、
昨
年
夏
以
降
急
速
に
鈍
化
し
、

足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
内
の
鉄
鋼
需
要
も
、
土
木
・

建
築
部
門
の
低
迷
、主
要
製
造
業
ユ
ー
ザ
ー
の
海
外
生
産
移
転
な
ど
、

か
つ
て
の
８
０
０
０
万
ト
ン
レ
ベ
ル
へ
と
回
復
す
る
こ
と
は
当
面

想
定
し
づ
ら
い
状
況
で
す
。
一
方
世
界
の
鉄
鋼
需
要
は
引
き
続
き

拡
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
円
高
に
よ
る
輸
出
競
争
力
低
下
に
よ

り
、
海
外
市
場
で
の
競
争
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

供
給
面
で
は
、
海
外
新
鋭
製
鉄
所
が
次
々
と
立
ち
上
が
り
、
円

高
に
よ
る
日
本
向
け
輸
出
競
争
力
の
向
上
も
あ
り
、
ミ
ド
ル
グ
レ
ー

ド
を
中
心
と
し
た
大
競
争
は
激
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

資
源
イ
ン
フ
レ
は
当
面
続
く
見
込
み
で
、
高
生
産
下
で
も
利
益
を

確
保
し
に
く
い
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

製
鉄
事
業
の
課
題

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
私
た
ち
は
、
次
の
三
つ
の
課
題
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
一
は「
国
内
製
鉄
事
業
基
盤
の
強
化｣

で
す
。
ま
ず

災
害
や
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
、
お
客
様
に
評
価
さ
れ
る
製
品
を
安
定

的
に
供
給
で
き
る
、
強
い
現
場
力
を
持
っ
た
製
造
現
場
を
目
指
し

ま
す
。
安
全
に
つ
い
て
は
、
今
後
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
、

直
協
一
体
で
災
害
ゼ
ロ
の
実
現
を
進
め
ま
す
。
ま
た
操
業
・
整
備

部
門
が
協
力
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
安
定
操
業
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
。
さ
ら
に
強
い
現
場
力
の
根
幹
で
あ
る
、
６
Ｓ
活
動
や
製

造
基
盤
整
備
活
動
に
も
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の

う
え
で
、
設
備
を
使
い
こ
な
し
、
品
質
や
効
率
を
極
限
ま
で
高
め
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強
い
競
争
力
の
実
現
に
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

新 年 の
ご 挨 拶



3 NIPPON STEEL MONTHLY   2011. 1・2

て
い
き
ま
す
。
Ｊ
Ｋ
活
動
な
ど
各
所
の
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の

横
展
開
や
他
社
動
向
へ
の
感
度
も
高
め
、
安
定
操
業
と
効
率
向
上

に
挑
戦
し
ま
す
。
ま
た
製
鉄
所
・
事
業
部
の
枠
を
超
え
て
、
全
社

ベ
ス
ト
の
最
適
生
産
体
制
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
よ
っ
て
、
お
客
様
に
期
待
さ

れ
る
商
品
開
発
を
進
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
営
業
・
製
造
部
門
と

一
体
と
な
っ
て
、
お
客
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
研
究
開
発
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
イ
ン
フ
ラ
等
の
成
長
分
野

に
加
え
て
、
資
源
高
騰
・
劣
質
化
対
応
の
原
料
技
術
、
地
球
温
暖

化
へ
の
対
応
等
、
直
面
す
る
課
題
を
技
術
で
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
お
客
様
の
海
外
展
開
等
の
需
要
構
造
の
変
化
と
、
国

内
外
に
お
け
る
競
争
の
激
化
と
い
う
厳
し
い
環
境
に
あ
る
今
こ
そ
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
製
品
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
す
る

と
い
う
営
業
活
動
を
、
製
造
現
場
と
連
携
し
て
深
化
さ
せ
ま
す
。

ま
た
海
外
を
中
心
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
向
け
等
の
当
社
が
得

意
と
す
る
高
機
能
製
品
な
ど
の
成
長
分
野
で
、
新
商
品
の
開
発
・

提
案
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

変
動
コ
ス
ト
の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
原
燃
料
に
つ

い
て
は
、
競
争
力
あ
る
価
格
レ
ベ
ル
で
の
安
定
調
達
に
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。
タ
イ
ト
な
需
給
状
況
が
継
続
す
る
環
境
下
で
、
権

益
確
保
を
含
む
新
規
ソ
ー
ス
の
開
拓
、
新
資
源
利
用
技
術
へ
の
取

り
組
み
等
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

第
二
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
・
供
給
体
制
の
構
築
」で
す
。

既
に
稼
働
し
て
い
る
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
収

益
基
盤
の
確
立
と
、
需
要
動
向
に
応
じ
た
将
来
計
画
の
策
定
・
実
行

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
新
規
案
件
と
し
て
、
メ
キ
シ
コ・
イ
ン
ド

で
の
自
動
車
用
鋼
板
・
鋼
管
事
業
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ア
フ
リ
カ
で
の
建
材
・

イ
ン
フ
ラ
分
野
で
の
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
お
客
様
に

い
ち
早
く
製
品
を
供
給
で
き
る
よ
う
円
滑
な
立
ち
上
げ
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
新
し
い
地
域
や
製
品
分
野
で
も
、
最
適
な
形
で
供

給
で
き
る
生
産
体
制
を
他
社
に
先
駆
け
て
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
社
の
高
い
技
術
力
と
海
外
で
の
事
業
経
験
を
も
と
に
、
中
期

計
画
で
掲
げ
た
日
本
・
ア
ジ
ア
・
環
大
西
洋
圏
の
世
界
３
極
体
制

の
構
築
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
三
は「
業
務
基
盤
の
強
化
」で
す
。
ま
ず
、
製
造
実
力

向
上
活
動
と
両
輪
で
取
り
組
ん
で
い
る
経
営
ソ
フ
ト
改
革
を
着
実

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
現
場
の
考
え
や
決
定
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
実
行
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
、
業
務
マ
ナ
ー
／
意
識
・
風
土
、

基
幹
業
務
ル
ー
ル
、
組
織
・
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
、
直
協
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
人
材
配
置
・
育
成
の
５
つ
の
分
野
で
、
具
体
的
な
施
策

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
人
材
育
成
と
技
能
伝
承
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
、
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
製
造
現

場
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
協
力
会
社
の
皆
さ
ん
と
は
、
課
題
解
決

の
た
め
、
率
直
に
意
見
を
言
い
合
え
る
関
係
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
会
社
と
な
る
た
め
、
環
境
規
制
を

守
る
こ
と
の
で
き
る
仕
事
の
仕
方
を
、
現
場
実
態
を
踏
ま
え
て
再
構

築
し
て
い
き
ま
す
。
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て
は
、エ
コ
プ
ロ
セ
ス
・

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
・
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
３
つ
の
エ
コ
で
、
技
術

力
に
よ
る
問
題
解
決
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
は
、「
社
会
と
共
生
し
、

社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
続
け
ま
す
」と
い
う
経

営
理
念
に
立
ち
返
り
、
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る

仕
組
み
づ
く
り
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
構
築
に
、
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

製
鉄
以
外
の
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
の
課
題

 

自
律
的
な
事
業
運
営
に
よ
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
各
社
の
技
術
力
等
の
強
み
を
共
有
・
結
集
さ
せ
シ
ナ
ジ
ー

効
果
を
発
揮
し
、
総
合
力
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
企
業
と
し
て
グ
ル
ー
プ

全
体
の
競
争
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
で
は
、
国
内
案
件
の
捕
捉
と
と

も
に
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
新
興
国
等
で
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
案
件

な
ど
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
開
発
事
業
で
は
、
事
業
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底
と
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
、
自
社
の
特
色
を
活
か
せ
る
案
件
の
実

行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

化
学
事
業
で
は
、
製
鉄
化
学
事
業
と
機
能
材
料
事
業
を
中
核

に
、
事
業
の
効
率
性
の
追
求
を
通
じ
て
、
競
争
基
盤
強
化
と
成
長

分
野
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

新
素
材
事
業
で
は
、
中
核
の
電
子
産
業
分
野
、
お
よ
び
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
成
長
分
野
で
の
、
競
争
力
強
化
・
事
業
拡
大
と
安

定
的
な
事
業
基
盤
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
お
客
様
対
応

力
の
強
化
と
コ
ス
ト
競
争
力
強
化
に
よ
り
、
顧
客
基
盤
拡
充
と
新

事
業
領
域
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

終
わ
り
に

い
か
な
る
事
業
環
境
に
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
は
も
の
造
り
企
業
と

し
て
の
原
点
を
磨
き
、
当
社
が
目
標
と
す
る
世
界
３
極
体
制
の
構
築

と
、
５
０
０
０
〜
６
０
０
０
万
ト
ン
の
生
産
能
力
を
有
す
る
世
界
最

強
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
に
向
け
、
以
上
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
鉄
事
業
を
中

核
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
員
一
丸
と
な
り

全
力
を
尽
く
す
一
年
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
明
る
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
祈
念
し
、
年
始
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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